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　近年 ， 水稲の 茎基部か らの 出液速度が 根系の 生理機能 を評価す る指標 と して 注 目されて い るが，短

根 突然変異体系統に つ い て 出液速度が調査 された例 は見 あた らな い ．そ こ で ，本試験で は 水稲品種オ

オチカラ とこれ よ り誘発 され た短根突然変異体系統の 根系機能 を出液速度に よ っ て 比較す る とともに，

光合成との 関係に つ い て 検討 した．

　材料 と方法 ： 試 験は，短根突然変異体系統 RM1 の 戻 し交配世代 （（RM1 × オオ チカ ラ＊）BC6F5 ，

以 下 IL・St1 と略称）とそ の 野生 型オ オチ カ ラ を用い て 行 っ た．19 日間育成 した葉齢 3．5 前後の 苗 を，

6 月 10 日 に育苗用人 工培土を充填 した 1　／2000a の ポ ッ トに移植 した．出穂期 に各 4 ポ ッ トに っ い て ，

草丈 ， 茎数，葉 色，根数 ， 根長 ， 乾物重 を調査す る と と もに，出液速度 と光合成遠度お よび 光合成関

連特性 を測定した ．出液速度は ，10  の 高 さで切断 した 茎基部か らの 1 時間当た りの 出液量で 表 した．

　結果 と考察 ： 1 ．オオ チカ ラに比 べ
， IL−srtl の 草丈 ， 根長 は短 く， 茎数 は少 なか っ た ．特に，総根

長 は オオチカラの 約 30％程度にす ぎなか っ た．乾物重 は地上部，地下部 とも IL・srtl の 方 が少 な く，

オオチ カ ラの 38 〜 35％ で あっ た ．こ れ らの 差 は ， い ずれ も有意で あ っ た．一方，根重／根長比 は IL・srtl
が有意に大 き く，T／R 比 に有意差 は認め られ なか っ た （第 1 図，第 2 図 ， 第 1表）．こ の よ うに ，　IL’srtl
は地上部お よび 地下部 の 長 さ， 重 さと もオ オチカ ラ よ り低か っ た が

， 単位根長 当た りの 根重 はオオチ

カ ラ を上 回 っ て い た ，こ れは ， IL−srtl の 根は短 い が ， オ オ チ カ ラよ りも太 くな っ て い る こ とを示唆
する もの であ る．

　 2 ．IL・srtl の 1 株 当た り出液速度は
，

オ オ チ カ ラ よ り有意に低か っ た ． しか し，有 意差 は見 られ

なか っ た もの の ， 1 茎あた り出液速度は IL−srtl の 方が 高か っ た ．また ， 根長 当た り出液速度お よび

根重 当た り出液速度は IL・Sttt1がオオチ カ ラを有意に上 回 っ て い た （第 2 表）．これ らよ り
， 根全体の 出

液速度は オオチ カ ラ よ り IL・St・tl の 方が低 い が ，根長や根重 当た りの 値 は IL・srt1 の 方が 高い こ とが

明 らか とな っ た、

　3 ．光合成速度お よび 光合成関連特性 に有意差は認 め られ なか っ た．す なわ ち ， 平均値で み ると ， 光
合成 速度 と気孔伝導度で はオ オチカ ラ ， 葉肉内 CO2濃度 と蒸散速度で は 工L −

Sttl の 方が高か っ たが
，

その 差は有意で はなか っ た．また ， 葉色にも有意差は認め られ なか っ た （第 3表）．

　4 ．出液速度に よ っ て 根の 生理機能を評価す る場合 ， 根量 との 間 に ， 出液速度＝根量 × （出液速度／

根量）とい う関係が成立す る．こ の うち，出液速度／根量は個 々 の 根の 滑 性を表す指標に なる と考 えら

れて い る．すなわ ち，根 の機 能の 高低は根 の 量 とそ の 活性 との 積 で 示 され る．本試験の 結果 ， IL−srt1
の 1株当た り出液速度 はオオチカ ラよ り小 さく，根全体の 機能はオオ トカラ よ りも劣 っ て い る と考え

られ た．しか し
， 根長 お よび 根重 当た りの 出液速度は オ オチカ ラよ り高か っ た こ とか ら，IL’srt1 の

根の機能の 低さは根量が 少 ない こ とに よ る もの で あ り，個 々 の 根の活性は む しろオオチカ ラ を上回 っ

て い る と推察され る．こ の 原因 に つ い て は今後検討 しなければ な らない が ， 根重／根長比，す なわち根
の太 さに関係 して い る可能性 がある．なお ， 光合成関連特性 に有意差は み られ ず ， 根の 機能 と光合成

とは直接関係 して い ない と考え られた ．
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IL・srtl 　　 　 オ オ チ カ ラ　　 　　 　　 　　 オ オ チ カ ラ　 　　 　　 IL−St ，tl

　第 1 図　地上部の 写真　　　　　　　　　　　　第 2 図　地 下部 の 写 真

　　　　　　　第 1 表 草丈 ， 茎 数 ， 根 数 ， 根長お よび乾物 重

草丈　　茎数

（cm ）　 （本／株）

地上 部

乾物重

（9／株 ）

冠根数　 最長冠　 総根長

（本／株）　 根長　　　（m ）

　　 　　　（cm ）

　

　

ラ

乾

重

株

根

物

虹

　

　

（

根 重／　 T ／R

根長　　 比

Gngtni
IL〜　srtl 　　　98．9　　　21．25　　　66．52　　　790．3　　　32．05　　　 754．7　　　　9．40　　　　12．53　　　6．85

オオチカラ　 114．8　　47．75　　173．94　 1168．8　　49．50　　2496．9　　27．17　　 10．84　　6．55

t 検定 ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊＊ ＊ ns

T／R比 ：地 上部乾物重／根乾物重．ns ：有意差な し．＊
， ＊ ＊ 二5％， 1％水準で 有意差 がある．

　　　　　　　　　　　　　　第 2 表　 出 液 速 度

1 株当た り

（9／h／株）

1 茎 当た り

（9／h／茎 ）

根長 当た り

（g ／h／100m ）

根重 当た り

（9／h／9）
IL−srtl

オオ チカラ

7．2312

．92

0．4080

．268

0．976 ’

0．518

0．7810

．479

t 検定 ＊ ns ＊＊ ＊＊

T ／R 比 ： 地上 部乾物重／根乾物重、ns ： 有意差 な し． ＊，＊ ＊ ：5％，1％zk準で 有意差が あ る．

　　　　　　　　　 第 3 表　光合成速度お よび 光合成関連特性

光合成速度　　気孔伝導度　 葉肉内 CO2濃　　蒸散速度　　　 葉　色

（μ mol ／m2 ／s）　　　（cm ／s ）　　　　 度（ppm ）　　　（mmol ／m2 ／s）　　 （SPAI）値）

IL−srtl

オオチカラ

18．4018

．82

1，0461

．169

307．　0286

．　6

15．7513

．05

45．7445

．56

t 検定 ns ns ns ns ns

T ／R 比 ：地上部 乾物重／根乾物重．ns ： 有意差 な し．＊
，

＊＊ ：5％， 1％水準で有意差がある．
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